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※〈 〉内は、「決算事項別明細書」 

の該当ページを表しています。 

（１） 持続可能な地域社会づくり 

① まちににぎわいを取り戻す（メモリアル事業） 〈99ページ〉 

○ 林蔵ウォーク in わっかない 2010 

・ 林蔵ウォークｉｎわっかない 2010 

期間 平成 22 年 10 月 2 日 

場所 市内一円 

参加者数 27 人 

○ 稚内みなと南極まつり 50 回記念開催費補助事業 

・ 第 50 回稚内みなと南極まつり 

期間 平成 22 年 8 月7 日～8 月8 日 

場所 中央アーケード街周辺 

来場者数 49,953 人 

○ ＮＨＫのど自慢開催事業 

・ ＮＨＫのど自慢予選会 

期間 平成 22 年 7 月 10 日 

場所 稚内総合文化センター 

参加者数 670 人（うち、出場者 170 人） 

・ ＮＨＫのど自慢本選 

期間 平成 22 年 7 月 11 日 

場所 稚内総合文化センター 

参加者数 1,020 人（うち、出場者 20 人） 

○ 稚内市日ロ友好会館落成 30 周年記念式典 

期間 平成 22 年 6 月 27 日 

場所 稚内市日ロ友好会館 

出席者数 60 人（うち、サハリン側代表 10 人） 

地域経営（自治） 

「環境と調和する自立した社会を目指して」
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○ 稚内市日ロ友好会館落成 30 周年記念公演「友好のハーモニー」 

期間 平成 22 年 6 月 27 日 

場所 稚内総合文化センター 

参加者数 6 団体 125 名（うち、サハリンアンサンブル 4 団体 40 名、稚内側コーラスグループ 

2 団体 85 名） 

入場者数 300 人 

○ 南極探検 100 周年記念事業 

・ 新砕氷艦「しらせ」一般公開 

期間 平成 22 年 9 月3 日～9 月5 日 

場所 末広埠頭東岸壁 

入場者数 8,846 人 

・ 海上自衛隊大湊音楽隊 南極探検１００周年記念コンサート 

期間 平成 22 年 9 月4 日 

場所 稚内総合文化センター 大ホール 

入場者数 1,279 人 

・ 南極映画祭 

期間 平成 22 年 9 月3 日～9 月5 日 

場所 T・ジョイ稚内 

入場者数 726 人 

・ 南極展 

期間 平成 22 年 7 月 24 日～平成 22 年 9 月 5 日 

場所 稚内市青少年科学館 

入場者数 5,468 人 

② 人と自然が共生した環境社会の実現 〈93・97・127ページ〉 

○ 環境都市宣言（平成 23 年 3 月 1 日） 

○ 稚内市環境基本計画の推進 

・ 計画期間 平成 18 年度～平成 27 年度 

・ 実施体制 環境づくり会議（環境に関する活動団体及び関係団体により構成） 

庁内推進会議（庁内関係部局により構成） 

※ 平成 22 年度の実施状況 

庁内における環境施策の実施状況取りまとめ 

稚内市環境基本計画年次報告書の作成
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○ 稚内市地球温暖化対策実行計画の推進 

・ 計画期間 平成 18 年度～平成 22 年度 

・ 計画目標 平成 16 年度における二酸化炭素排出量を基準とし、平成 18 年度から平成 22 年度までの 

5 年間で二酸化炭素排出量を 6％削減 

※ 平成 22 年度の活動状況 

各課に配置している温暖化防止推進員が点検シートを毎月報告 

○ 地球温暖化対策実行計画（地域）の策定 

・計画期間 平成 23 年度～平成 32 年度 

･計画目標 1990年度における二酸化炭素排出量を基準とし、2011年度(平成23年度)から2020年度(平成32 

年度)までの 10 年間で二酸化炭素排出量 25％削減 

○ 公用車への電気自動車の導入 

・計画期間 平成 23 年度～平成 32 年度 

・目的 地球温暖化の防止や環境都市を目指す上で、化石燃料に頼らない環境負荷のかからない電気 

自動車（EV)を率先して導入することにより二酸化炭素排出削減に努め、環境都市実現に向けた 

PR をするほか、EV の市民や企業等への普及促進を図る。 

・電気自動車の導入 2 台 

・導入式 平成 23 年１月 24 日 

（２） パートナーシップによるまちづくり 〈87・91・95ページ〉 

① 市民の声を活かした開かれた市政 

○ 「広報わっかない」の発行 

・ 年 12 回発行（全戸配付） 

・ 広報紙作成ＤＴＰシステムにより作成 

・ 平成 22 年度から広報紙「広報わっかない」の編集・作成業務を稚内北星学園大学に委託 

○ ＴＶ広報「稚内市民ニュース」(STV)の放映 

・ 年 52 回放映（毎週土曜日） 年平均視聴率 6.6％ 

○ 「FM わっかない」の活用（ラジオ広報） 

・ ｢ハートフルわっかない｣ 平日1 回、土日2 回放送 

・ ｢元気ハツラツわっかない｣ 週１回放送 

・ 「市政ふれあい通信」 本放送月1 回、再放送月 1 回 （ウェブラジオ配信） 

・ 「学びふるさと再発見」 本放送週1 回、再放送週 1 回 （ウェブラジオ配信）
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○ ホームページ維持管理事業 

・ アクセス件数 310,341 件 

・ 各課ページ更新件数 3,037 件 

・ バナー広告掲載数 12 枠 

○ 市民施設見学会の実施 

・ 開催回数 1 回 

・ 参加者数 14 人（一般公募） 

・ 見学施設 北辰ダム、萩ヶ丘浄水場、宗谷ふれあい公園、下水終末処理場、リサイクルセンター（ﾌﾟﾗ・ 

ﾄﾚｲ中間処理施設）、ごみ処分場 

② コミュニティ活動の促進 〈91ページ〉 

○ まちづくり委員会の活動状況 

まちづくり委員会 主たる活動内容 

天北地区 桜の森整備、花いっぱい運動 

恵北・増幌地区 
北海道千本桜運動植樹、花壇・プランター花移植、ニトリ桜植樹会、アイスキャ 

ンドル点灯式、地域公共交通説明会への参加 

東第一地区 歩道の花壇化事業の実施、宗谷グリーンセミナーへの参加 

声問地区 
花いっぱい運動の実施、声問公園周辺整備計画視察、自主防災組織に向け 

た会議、コミュニティ助成事業によるイベント用備品の導入 

西浜地区 
カエルロード交通安全推進事業、凧作り凧上げ大会の開催、花見会・新年会 

の開催、アイスキャンドル事業の実施 

宗谷地区 
宗谷路クリーン大作戦の実施、スノーキャンドル・アイスキャンドルフェスティバ 

ルの開催 

大黒・末広地区 
JR跡地の緑地整備、ハロウィン「夢灯り」の開催、図書館花いっぱい運動、アイ 

スキャンドル事業 

萩見・朝日地区 生ごみ処理施設見学 

南地区 委員会再編に向けた準備会 

富岡・はまなす地区 アイスキャンドル・スノーキャンドル事業の実施、花いっぱい運動 

港地区 
港小学校「港小祭り」への参加、市内散策活動、港地区まちコミニュース第２号 

の発行 

宝来地区 

花いっぱい運動、親睦パークゴルフ交流会、まちづくり出前講座の実施、宝来 

地区いきいき健康講座、アイスキャンドル・雪像作り、秋季クリーン作戦、コミュ 

ニティ助成事業申請 

北地区 春秋の交通安全運動街頭旗波作戦、花いっぱい運動、アイスキャンドル事業 

※ 各まちづくり委員会の掲載順は、設立年月日の順による。
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○ まちづくり委員会地域懇談会 

・ まちづくり委員会が設立されてから平成22年度で10年目を迎え、あらためてまちづくり委員会の設立目的を 

共有するため、15 地区のうち 13 地区で市長を交えた地域懇談会を開催した。 

参加人数 延べ 283 人 

○ まちづくりフォーラム 

・ まちづくり委員会設立 10 周年を迎え、まちづくりフォーラム「市民が主役のまちづくり」を開催し、市民一人ひ 

とりが住みよい街にするため、まちづくりとは何か、自分達でできることは何なのかなど考える場を提供する。 

講師 茂木健一郎(脳科学者)、皆川洋一など 

入場者 約 700 人 

○ 宝来地区活動拠点センター管理運営事業 

・ 利用者数 36,234 人 

・ 利用形態 まちづくり委員会、各種サークル、各町内会、老人クラブ ほか 

○ 東地区活動拠点センター管理運営事業 

・ 利用者数 24,329 人 

・ 利用形態 まちづくり委員会、各種サークル、各町内会、老人クラブ ほか 

○ 富岡・はまなす地区活動拠点センター管理運営事業 

・ 利用者数 29,222 人 

・ 利用形態 まちづくり委員会、各種サークル、各町内会、老人クラブ ほか 

○ 地域集会所等改修事業 

・ 下増幌集会所 外壁及び屋根改修工事 

・ 抜海集会所 外壁及び屋根改修、和室床落ち改修等工事 

・ 宗谷岬集会所 外壁及び屋根改修工事 

・ 末広団地集会所 屋上防水改修工事 

③ 生涯にわたる学びの支援 〈173ページ〉 

○ 生涯学習の啓発 

・ 生涯学習情報の提供（団体及びサークル、指導者情報の提供） 

各分野を掲載したリーフレット「学びと遊びの玉手箱」を発行し、各小中学校、町内会、関係施設、市民へ 

配布するとともにホームページへ掲載 

・ 生涯学習推進アドバイザーの配置及び派遣 

アドバイザー4 人を、社会教育センター、少年自然の家へ配置し、生涯学習相談の場を提供するほか、市 

民グループの要請に応じ派遣
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○ 学習機会の拡充 

・ 「2010 まなびふれあいフェスタ in わっかない」の開催 

「小谷白羊先生ワークショップ～夢文字体験教室～」 

「ハロウィーンイラスト・ぬりえギャラリー」 

「ハロウィーンパーティー～ハロウィンを楽しもう～」 

「第 53 回稚内市小中音楽祭」 

「第 9 回ＳＯ－ＹＡ夢コール（合同合唱会）」 

「いきいき芸能発表会」 

「シルバーいきいき作品展、市民サークル展示」 

「生涯学習フェスティバル 2011in 稚内北星学園大学」 

来場者数 延べ 3,902 人 

④ 人権の尊重と平和な社会 〈91・175ページ〉 

○ 地域人権啓発活性化事業 

・ 「人権の花」運動 

市内小中学校（全 19 校）に花の苗を配布し、花を育てることで「命を大切にする心」「協力し合う心」「相手を 

思いやる心」など、人権についての心を育む。 

・ 「人権講演会」 

弁護士の「三瀬 顕」氏を招聘し、人権についての講演会を開催。 

・「ラッピングバス運行」 

子どもから大人まで一人ひとりが互いに尊重し合えるよう人権思想の普及、啓発を目的として路線バス 2 台 

の車体にデザインを施し運行。 

・コミュニティ放送を利用した啓発活動 

地元のコミュニティ放送を利用し人権活動についての PR を行った。 

○ 男女共同参画推進事業 

・ 男女共同参画週間 パネル展・学習会の開催 

・ 男女共同参画講演会の開催 

・ 市民講座の実施 

・ 「広報わっかない」での啓発～シリーズ「広げよう！男女共同参画」～ 

・ 市内施設でのパネル展の実施（稚内北星学園大学、稚内総合文化センター、成人式会場、温水プール水 

夢館、宝来地区活動拠点センター）
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（３） 健全で適正な自治体経営 

① 広域行政の活用等 〈89ページ〉 

○ 定住自立圏構想の推進 

平成 22 年 3 月に行った中心市宣言に基づき、各市町村議会での議決を経て、宗谷管内 9 町村と、平成 23 

年 1 月 20 日に定住自立圏形成協定を締結した。定住自立圏形成協定に基づき、本圏域の将来像や推進する 

具体的な取組を記載した宗谷定住自立圏共生ビジョン素案を策定した。ビジョンの策定にあたっては、意見を 

聞くために、各分野の関係者 12 名からなるビジョン懇談会を設置した。 

・ 中心市宣言 平成 22 年 3 月 2 日 

・ 定住自立圏形成協定の議決 平成 22 年 12 月9 日（稚内市） 

・ 協定書締結 平成 23 年１月 20 日 

○ 北海道からの権限移譲の推進 

「住民に身近な事務は、可能な限り住民に身近な市町村において処理することが望ましい」という基本的考 

えのもと、これまで北海道が行ってきた事務のうち、受入可能な事務の権限を市で引き受けた。平成 22 年度は 

42 件の権限を受入し、事務・事業の移譲累計件数は、平成 23 年 3 月 31 日現在で 581 件となった。 

② 経営的視点に立った行財政運営 〈89・95・107ページ〉 

○ 行政評価の実施 

平成21年度から第4次総合計画がスタートしたことに合わせ、評価制度をより効率的で効果的なものとするた 

め、見直し・検討を行った。平成22年度は、平成21年度に実施した実施計画事業のうち、水道・病院・消防の事 

業を除いた 175 事業を評価対象として評価を行った。 

また、平成 23 年度から、市民の視点に立ち評価を行う「外部評価」を導入することに伴い、「稚内市外部評価 

委員会設置条例」を制定した。（平成 23 年 4 月１日施行） 

○ 統計事業 

・ 平成 22 年国勢調査 

調査期日 平成 22 年 10 月1 日（調査員 282 人、指導員 38 人、調査区 388） 
[調査票の回収状況] 
①調査員による回収 7,242 世帯（41.8%） 17,362 人（43.8%） 

②郵送による回収 7,666 世帯（44.2%） 17,665 人（44.6%） 

③住基による記載 2,427 世帯（14.0%） 4,574 人（11.6%） 

・ 平成 22 年学校基本調査 

調査実施日 平成 22 年 5 月 1 日 

調査対象 小学校 14 校、中学校 10 校、幼稚園 7 校、専修学校 1 校（合計 32 校） 

調査方法 市町村長を通じて調査票を配布
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・ 平成 22 年工業統計調査 

調査実施日 平成 22 年 12 月 31 日 

調査対象 甲調査7 件、乙調査 73 件、準備調査49 件（合計 129 件） 

調査方法 調査員調査、郵送調査 

調査員数 17 人 

○ 職員研修の推進 

平成 22 年度から、従来の専門研修を更に充実させるため、パワーアップ研修を実施。 

「パワーアップ研修」は、その時々の社会の変化や直面している特定の課題をピックアップし、それに即応でき 

る能力を身につけられるよう実施するもので、下記の 2 つの研修を実施した。 

・ 「民法研修」 26 人 

・ 「パワーアップ講演会」 87 人 

○ 一般研修 7 回 140 人 

・ 階層別研修 81 人 

・ 専門研修 175 人（うち、パワーアップ研修 113 人を含む） 

○ 特別研修 3 回 383 人 

・ 財務研修 52 人 

・ 人事評価（被評価者研修） 322 人 

・ 新任課長等研修 9 人 

○ 研修機関派遣研修 9 人 

派 遣 先 （研修内容等） 派 遣 人 数 

北海道市町村職員研修センター 1 人 

「法令実務（応用）」 （1 人） 

市町村職員中央研修所 4 人 

「副市町村長特別セミナー」 （1 人） 

｢選挙事務」 （1 人） 

「監査事務」 （1 人） 

「地方公務員制度（研修講師養成）」 （1 人） 

日本経営協会 4 人 
NOMA行政管理講座「出納事務の合理的な運用処理実務講座」 （1 人） 
NOMA行政管理講座「地方自治体における契約事務（基本）」 （1 人） 
NOMA行政管理講座「議会事務局の政策立案、調査、法務能力の向上講座」 （1 人） 
NOMA行政管理講座「地方自治体の男女共同参画検討セミナー」 （1 人）
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○ その他派遣研修 11 人 

・ 協働と参画に係る先進地視察 1 人 

・ 平成 22 年度専門課程企画事務（地域公共交通活性化）研修 1 人 

・ 自治体トップマネジメントセミナー受講 1 人 

・ 平成 22 年度市町村人事行政担当課長等研修会 1 人 

・ 石垣市・稚内市職員相互交流派遣研修 1 人 

・ おおたローカルアカデミー 1 人 

・ 管外救護施設訪問（石垣市職員視察研修） 3 人 

・ 平成 22 年度｢北海道・市町村交流職員研修会｣ 1 人 

・ 第 52 次南極地域観測隊派遣 1 人


